　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び

事業効果
	ホームレス巡回相談指導事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延べ）
巡回相談

救急搬送

医療指導

年金指導

21年度

420件

3件

42件

4件

22年度

363件

1件

48件

3件

23年度

296件

6件

42件

2件

24年度

305件

0件

35件

0件

緊急一時宿泊事業利用後の状況

居宅

施設入所

自立

入院

自己都合退去
21年度

4件

0件

0件

0件

1件

22年度

17件

1件

0件

0件

0件

23年度

10件

1件

0件

2件

2件

24年度

4件

3件

0件

3件

2件



	
	ホームレス数

　　　　　　　　22年１月　　25人

　　　　　　　　23年１月　　15人

　　　　　　　　24年１月　　12人

　　　　　　　　25年１月　　14人
※「ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)」

	課題・問題点
	ホームレス数は着実に減少し、事業効果は上がっています。

しかし、ホームレス数が0名に至らない原因として、個人の意思により居宅生活を拒否する方が存在することがあげられます。

　居宅生活に移行できた方においても、社会的に排除されてしまう傾向にあり、「就職できない」「生活の維持ができない」などの問題点があります。

	計画に対する意見、今後の

取り組み方向
	居宅生活を拒否する方や緊急に宿泊場所を必要とする方は依然存在するので、　今後も巡回相談、緊急一時宿泊事業は継続すべきであると考えます。
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